
　中国経済をけん引してきた人口ボーナスは2000年以降急速に喪失している。中国社会の少子高齢化が予想以上
に進んでいる背景には、40年にわたる「一人っ子政策」の実施がある。厳格に実施された「一人っ子政策」は出生率の
低下をもたらし、現在、総人口に占める高齢者の割合は年々増加している。一方、介護保険など社会保障制度の整備
が遅れ、特に介護サービスは不十分であるため、今後深刻な社会問題となることが予想される。
　静岡県立大学グローバル地域センターの中国社会保障制度研究会では、2017年5月から本年2月まで２年近くに
わたって、日中の高齢化問題と社会保障制度の比較研究を実施してきた。今回、本研究会の研究成果を広く社会に
還元すべく、東京において研究成果報告会を行う。

－少子高齢化の現状と課題、日中協力の可能性－

中国社会保障制度研究報告会

令和元年

９月17日（火）
13：00～16：30（12：30開場）

開催日時

会　 場

都道府県会館１階
101会議室
〒102-0093 東京都千代田区平河町2-6-3

主催・お問い合わせ

静岡県立大学グローバル地域センター
TEL：054-245-5600　FAX：054-245-5603
https://www.global-center.jp　E-mail：glc@u-shizuoka-ken.ac.jp

■東京メトロ有楽町線・半蔵門線
　・永田町駅：5番出口より地下連絡通路を経て徒歩約1分
■東京メトロ南北線
　・永田町駅：9番b出口より地下連絡通路を経て徒歩約1分（地下1階出入口）
■東京メトロ丸の内線・銀座線
　・赤坂見附駅：D番出口より青山通り（国道246号）を上がり徒歩約5分
　（1階出入口）

（敬称略、休憩あり）プログラム

開会あいさつ
趣旨説明・研究発表
「社会保障制度研究総括：中国少子高齢化問題の本質と課題」
静岡県立大学グローバル地域センター  特任教授　柯　隆

講　演
「中国高齢社会・介護市場の最新動向～政策および現場の変化～」
日中福祉プランニング  代表　王　青

研究発表
「中国における社会保障と人口変動－日本との比較」
東京経済大学経済学部  准教授　李　蓮花

研究発表
「高齢社会を迎える中国における高齢者支援政策の今後」
静岡県立大学大学院経営情報イノベーション研究科  教授　東野 定律

研究発表
「中国の高齢者ケアと介護人材育成」
静岡県立大学短期大学部社会福祉学科介護福祉専攻  講師　天野 ゆかり
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下記の申込書に必要事項をご記入のうえ、９月11日（水）までに、FAXまたは郵送にて「グローバル地域センター」までお送りください。
ホームページからもお申込みいただけます。なお、 定員となり次第、締め切ります。

〒420-0839 静岡市葵区鷹匠3-6-1 もくせい会館2階 静岡県立大学グローバル地域センター
●TEL：054-245-5600　●https://www.global-center.jp　
●E-mail: glc@u-shizuoka-ken.ac.jp 

FAX・郵送先 FAX：054-245-5603 
＊FAX・郵便にてお申し込
みの方には、順次、参加
確認書（はがき）をお送り
しますので、 ご住所を忘
れずにご記入ください。ご
記入いただきました個人
情報につきましては、静
岡県立大学が開催する講
演会のご案内にのみ使用
いたします。

氏　　名
フリガナ

会社・団体名

Eメールアドレス
今後、当センターからの講演会の案内を 希望する　　・　　希望しない

ご勤務先　　 ・　　 ご自宅 ○をお付けください。

FAX：TEL：〒
参加確認書
の送付先

＊

プロフィール

－少子高齢化の現状と課題、日中協力の可能性－

グローバル地域センター 中国社会保障制度研究報告会（９月17日） 参加申込書

中国南京市出身。1994年名古屋大学修士（経済学）。中国経済論・開発金融論を専門とする日本の代表的エコ
ノミスト。財務省外国為替審議会委員（1998年～2011年）や財務省財務総合政策研究所中国研究会委員
（1998年～2016年）等の要職を歴任。鋭い分析力と明快な説明力に定評があり、テレビ・新聞等の解説や執筆・
講演活動など国内外で活躍している。著書に『中国「強国復権」の条件:「一帯一路」の大望とリスク』（2018年、第
13回「樫山純三賞」受賞）、『爆買いと反日－中国人の不可解な行動原理』（2016年）、『暴走する中国経済－腐
敗、格差、バブルという「時限爆弾」の正体』（2014年）のほか、当センターでの研究成果をまとめた『日系自動車
メーカーの中国戦略』（編著）など多数。

●静岡県立大学グローバル地域センター  特任教授
●東京財団政策研究所  主席研究員

柯　隆（ か　りゅう )

王　青

中国上海市出身。語学学習を経て大阪市立大学
経済学部卒業後アジア太平洋トレードセンター
（ATC）入社。「高齢者総合生活提案館 ATCエイ
ジレスセンター」に所属、広く“福祉”に関わる。2002
年からフリー現職。中国の政府機関や民間企業に
幅広く人脈を持つ。日中の福祉分野を中心に、両
国間交流の企画運営、マスコミ取材、ビジネス支援
のコンサルなど、多くの案件を手がけ実現した。多数
の講演やマスコミ寄稿など活動中。

●日中福祉プランニング  代表

（ おう　せい )

天野 ゆかり

臨床の看護師を経て、介護教育に携わる。静岡
大学大学院修士（臨床人間科学）。タイ、チェンマイ
で1年暮らした経験から、外国人の看護・介護人材
の教育に関する研究に携わる。EPA（経済連携協
定）、留学生、技能実習生に関する調査で、ベトナ
ムをはじめとするアジア各国の介護・教育現場を訪
問。著書は、『外国人看護・介護人材とサスティナビ
リティ－持続可能な移民社会と言語政策』（くろしお
出版）ほか。

●静岡県立大学短期大学部社会福祉学科介護福祉専攻  講師

東野 定律

博士（社会福祉学）。専門分野は、介護福祉政策
および公衆衛生学。厚生労働省国立保健医療科
学院福祉サービス部福祉技術開発室研究員を経
て、2008年より静岡県立大学に赴任、現在は静岡
県国民健康保険運営協議会委員長、静岡市健康
福祉審議会高齢者部会部会長、静岡市地域包括
支援センター運営協議会委員長などを務め、静岡
県内をはじめとする地域包括ケアシステム構築プロ
セスに関する研究を行っている。

●静岡県立大学大学院経営情報イノベーション研究科  教授
（ ひがしの　さだのり )

中国黒龍江省出身。早稲田大学大学院アジア太平
洋研究科修了、博士（学術）。静岡大学人文社会科
学部准教授等を経て、現職。日本、中国を含む東アジ
アの社会保障・社会政策の国際比較を専門とする。
日中韓で毎年開催される社会保障国際論壇の日本
側世話人。放送大学「社会福祉の国際比較」では東
アジアを担当。主な著書に、『東アジアにおける後発近
代化と社会政策』（単著、2011年）、『ポスト改革期の
中国社会保障はどうなるのか』（共著、2016年）ほか。

●東京経済大学経済学部  准教授

李　蓮花（ り　れんか )

（ あまの　ゆかり )


